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新 診 療 所 完 成 !新 診 療 所 完 成 !

救急処置室につながる救急外来入口

県道からの入口と出口は別々です

　総工費 13 億円余の新しい診療所がついに完成、　10 月 4 日に落成式が執
と

り行なわれ、備品
や機材の搬入が始まっています。
　現在の診療所を稼働させながらの引っ越しと、スタッフが慣れるのに時間もかかることから、
診療開始にはもう少し時間がかかりそうです。

駐車スペースはたっぷり　場内は一方通行
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正面玄関とは別に感染症対応玄関　専用の駐車場も 透視室

ナースステーション

病室は個室が 4室　2人部屋が 2室

診察室は 4室　床に分かりやすい案内が

落成式で祝辞を述べる横山弘藏議長 厳
おごそ

かに神事が
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　令和 4 年 7 月 28 日、在校生や関係者が見守る中、「地域探求発表会」が本会議場で行
われました。
　これは今までの「卒業レポート発表会」に替わるもので、北松西高校 3 年生が故郷小
値賀町が抱える課題の現状と背景をフィールドワークを通じて分析し、解決策を議会と町
に提案するもので、同時にキャリアプランニング能力※、課題対応能力を高めようとする
ものです。
　また町政への提言を行うことにより主権者としての責任について学び、政治参加への意
識を高め、一人ひとりが地域のために自ら考えて行動する住民自治の基本を身につけます。

「歴史民俗資料館の来館者を増やすために」「歴史民俗資料館の来館者を増やすために」

①資料館の庭園で鯉を育てる

　清掃作業などで池の環境を整え、趣
おもむき

の深い池にして餌
えさ

やりなどの楽しみを増やす。
②資料館のＨＰを町や観光関連のＨＰとリンクさせる

　町内だけでなく町外の人にも資料館を知っていただく。
③資料館でイベントを開く

　町民が親しみを感じるような季節ごとの茶道や庭園のライトアップを行う。
　入場者が増えれば入場料収入も増え、施設の維持管理に回すことができる。

濵田結萌さん・牧尾ありすさん・松永弘大さん

北松西高生 地域探求発表会北松西高生 地域探求発表会
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
～

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
～

提案します !提案します !



町レクに取り入れたいと話す中村教育長

「防災意識を高めるために」「防災意識を高めるために」

大久保綾美さん・川口真歩さん・北野悠矢さん・

中川苺花さん・山元佑太朗さん

①防災の手引きを掲示・配付する

　普段生活する場所や避難経路の海抜などを町のホームページに載せたり、防災の手引き
を各家庭に配付する。
②オリジナル啓発ポスターを設置する

　どこが危険なのか、避難所がどこかを知らせるポスターを作り、普段の生活の中で目に
つくところに貼る。
③危険個所の情報を収集・集約する

　危険個所に関する情報を集めて役場で協議し、町民への注意喚起や補修工事を行う。
④町民レクリェーション大会で防災関連種目を追加する

　防災について考える場として、町レクで「バケツリレー」などの種目を入れる。

提案します !提案します !

歴史民俗資料館の庭園

(5)

※キャリアプランニング能力

「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき立場や役割

との関連を踏まえて「働くこと」を位置付け、多様な生き方

について主体的に判断してキャリアを形成していく能力。
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令
和
４
年
定
例
９
月
会
議
を

９
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
９
日

間
の
日
程
で
開
催
、
上
程
さ
れ

た
３
件
の
報
告
事
項
と
10
件
の

議
案
に
つ
い
て
す
べ
て
承
認
・

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
自
由
討
議
も

定例 9 月会議定例 9 月会議

一
般
質
問 

３
名
が
登
壇

  

す
べ
て
の
議
案

す
べ
て
の
議
案  

全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
成
立

全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
成
立

初
日
は
夜
間
議
会
で
、
午
後

７
時
か
ら
傍
聴
者
12
名
を
迎
え

て
３
議
員
が
町
長
の
考
え
を
質た
だ

し
ま
し
た(

14
ペ
ー
ジ
～)

。　

２
日
目
は
前
年
度
の
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
や
、
役

場
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
い
勤
務
環
境
を
整
え
る
た

め
の
条
例
の
改
正
案
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

３
日
目
か
ら
は
令
和
３
年
度

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

審
査
で
す
。

　

審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
横
山
弘
藏
委
員
長

の
下
、
浦
英
明
議
会
選
出
監
査

委
員
と
発
熱
の
た
め
欠
席
の
今

田
光
弘
議
員
を
除
く
５
名
の
委

員
が
執
行
部
と
質
疑
を
重
ね
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た(

８
ペ
ー
ジ
～)

。

最
終
日
は
特
別
委
員
会
委
員

長
か
ら
令
和
３
年
度
の
決
算
に

つ
い
て
は
「
認
定
す
べ
き
」
と

の
報
告
が
あ
り
、
宮
﨑
良
保
議

員
の
賛
成
討
論
を
経
て
採
決
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
今
年
度
の
一

般
会
計
補
正
予
算
の
審
議
で

は
、
議
員
の
間
に
考
え
方
の
違

い
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
議
員

間
自
由
討
議
」
を
行
い
、
意
見

執行部の皆さんもお疲れさまでした

を
交
わ
し
ま
し
た(

12
ペ
ー
ジ

～)

。

　

ま
た
特
別
会
計
３
会
計
の
補

正
予
算
の
ほ
か
、
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
と
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
も
審
議
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
委
員(

浦
い
せ
子
氏)

の
任
命
お
よ
び

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員(

大
田
一
夫
氏)

の
選
任
に

つ
い
て
も
同
意
し
て
い
ま
す
。
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区    分 令和 3 年度 令和 2 年度 差　額 増減率 (%)

歳入総額 43 億 0520 万円 41 億 7772 万円 1 億 2747 万円 3.1
歳出総額 40 億 2619 万円 39 億 0618 万円 1 億 2002 万円 3.1
差引額 2 億 7900 万円 2 億 7155 万円 746 万円 2.7

翌年度に繰越すべき財源 1 億 2846 万円 1 億 5713 万円 △ 2867 万円 △ 18.2
実質収支額 1 億 5054 万円 1 億 1442 万円 3612 万円 31.6

単年度収支額 3612 万円 2953 万円 660 万円 22.3

( 端数処理により一部計算が合わない )

( △はマイナスを表す )

指　標 小値賀町 早期健全化基準※ 簡単な説明

実質赤字比率 － 15.0 一般会計の赤字の割合 ( 本町は黒字 )
連結実質赤字比率 － 20.0 全会計を合わせた赤字の割合 ( 本町は黒字 )

実質公債費比率 8.1 25.0
年間の借金の返済額の割合 ( 高いほど財政が不健全 )

将来負担比率 － 350.0
将来の負担となる ( 財政を圧迫する ) 借金の割合
( 当町では財源見込みや基金が上回るため算出されず )

財政の健全度を示す「健全化判断比率」の 4つの指標

区　　分 決　算　額 割　合 (%)

自主財源 6 億 7816 万円 15.8
依存財源 36 億 2704 万円 84.2
合　　計 43 億 0520 万円 100.0

自主財源と依存財源

財政状況 (一般会計 )

財政の力

基金と町債

基金現在高 ( 令和 3 年度末 ) 32 億 2202 万円
町債（令和 3 年度末） 35 億 3266 万円

自主財源・・町税、分担金、負担金、使用料、手数料、寄附金、繰越金、諸収入ほか
依存財源・・地方消費税交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、町債ほか

基金・・家計における預貯金に相当するものです
町債・・家計における借入金に相当するものです

前年度より 2.2 ポイント減少しています

前年度より 8217 万円増えました
前年度より 68 万円増えました

財政力指数 0.10
標準的な行政サービスに係る費用を町税などの収入でまかなえる割合　
指数が低い = 財源に余裕がない  　　全国でも最低レベルで注意が必要です

経常収支比率 79.4％
定例的な支出が 町税など定例的な収入に占める割合　
75％を超えると財政的な余裕が失われているとされる

早期健全化基準※・・財政健全化の取り組みが必要になる要注意レベルを示す数字です

前年度より 1.1 ポイント上昇しており注意が必要です

数字でわかる 本町の財政状況数字でわかる 本町の財政状況
～令和３年度決算～～令和３年度決算～
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決算審査決算審査

～決算特別委員会での主なやりとり～～決算特別委員会での主なやりとり～

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
は
４
６
６
４
万
円
余
だ
が
、

そ
の
多
く
を
占
め
る
返
礼
品
の

長
崎
和
牛
は
県
内
ど
の
市
町
で

も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

本
町
独
自
の
返
礼
品
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。　

答
新
し
い
返
礼
品
の
開
発
は
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
宿
の
宿

泊
費
な
ど
の
種
類
も
増
や
し
、

町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
載
せ

る
な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
る
。

問
町
税
で
あ
る
固
定
資
産
税

１
２
３
万
円
余
を
不
納
欠
損
処

理
※
❶
し
て
い
る
が
、
滞
納
が

続
い
て
い
る
状
態
な
の
か
。

答
続
い
て
い
る
状
態
と
言
え

る
。
県
の
納
税
部
局
と
も
相
談

し
て
い
る
が
、
解
決
策
が
な
か

問
定
住
促
進
住
宅
が
筒
井
浦
地

区
に
３
棟
、
木
場
地
区
に
２
棟
、

笛
吹
在
地
区
に
１
棟
新
築
さ
れ

た
が
、
入
居
の
予
定
は
。

答
筒
井
浦
地
区
の
３
戸
は
入
居

済
み
。

　

希
望
者
に
は
随
時
内
覧
等
を

行
っ
て
お
り
、
木
場
地
区
の
１

棟
に
は
入
居
希
望
者
が
い
る
。

　

他
の
２
棟
は
ま
だ
そ
こ
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
納
島

担
当
隊
員
が
民
泊
を
始
め
る
と

※❶不納欠損処理 (ふのうけっそんしょり )

既に決まっている歳入が、督促等を行ったにも

かかわらず納付されずに時効になってしまった

場合や、法令に基づいて債務を免除した場合な

ど、損失として処分を行うことをいう。

※❷収入未済 (しゅうにゅうみさい )

年度内に収入すべきものが、その会計年度終了

後の 5 月 31 日までの間 ( 出納整理期間 ) に納入

されないこと。

翌年度も引き続き徴収に努める必要がある。

問
葬
斎
場
を
改
修
し
た
が
、
使

用
料
は
変
わ
る
の
か
。　

答
町
民
の
皆
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
禍

で
経
済
的
に
厳
し
い
と
い
う
こ

と
と
、
葬
斎
場
を
通
夜
で
利
用

問
諸
収
入
の
雑
入
で
収
入
未
済

が
23
万
円
近
く
あ
る
が
そ
の
内

容
は
。

答
生
活
保
護
費
返
還
金
の
未
収

２
名
分
で
あ
る
。

　

保
護
費
の
支
給
後
に
収
入
が

判
明
し
た
た
め
、
返
還
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ま
だ
回
収
で
き
て
い
な
い
。

歳
出
関
連

定
住
促
進
住
宅 

入
居
者
は

町
税
の
滞
納
対
策
は

葬
斎
場
の
使
用
料
は

歳
出
関
連

決算特別委員会　審査のようす

【
一
般
会
計
】

歳
入
関
連

な
か
見
い
だ
せ
な
い
状
態
だ
。

問
収
入
未
済
※
❷(

３
１
２
万

円
余)

は
何
名
い
る
の
か
。

答
現
年
度
課
税
分
は
23
名
、
滞

納
繰
越
分
は
26
名
。

問
今
後
の
対
応
は
。

答
徴
収
の
た
め
の
財
産
調
査
や

所
有
者
が
死
亡
の
場
合
は
相
続

人
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

さ
れ
る
方
は
高
齢
者
が
多
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
使
用
料
の
見

直
し
は
し
ば
ら
く
は
考
え
な

い
。

聞
く
が
そ
の
内
容
を
。

答
受
入
れ
施
設
の
改
修
を
進
め

て
い
る
が
、
ま
だ
改
善
の
余
地

が
あ
り
、
課
題
等
の
掘
り
起
こ

し
を
や
っ
て
い
る
状
況
だ
。

決算書と主要施策の成果報告書を基に審査



(9)

決算審査とは、予算が適正かつ妥当に使
われたのかを認定するものです。
締結済みの契約などを取り消すことはで
きませんが、不適切・非効率なものがあ
れば質疑を通じて明らかにし、来年度の
予算編成に反映させることができます。

問
防
火
水
槽
の
地
中
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
地
中
化
す
る

こ
と
に
よ
り
消
防
団
の
機
械
器

具
点
検
時
の
放
水
試
験
が
中
村

の
大
池
に
集
中
し
て
混
雑
し
て

い
る
と
聞
く
が
。

答
分
団
長
会
議
で
、
大
池
以
外

の
場
所
を
探
し
た
り
、
分
団
間

で
の
放
水
試
験
の
時
間
帯
の
調

整
を
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い

る
。

問
農
業
費
に
ス
マ
ー
ト
農
業
支

援
事
業
76
万
円
余
と
あ
る
が
そ

の
中
身
は
。

答
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
実
証
実

験
と
し
て
水
稲
の
防
除
１
８
３

ア
ー
ル
、
落
花
生
の
防
除
91

ア
ー
ル
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
防

除
１
２
４
ア
ー
ル
を
行
な
っ

た
。

　

今
後
は
液
剤
だ
け
で
な
く
、

粒
状
肥
料
の
散
布
も
進
め
て
い

き
た
い
。

問
た
い
肥
製
造
施
設
で
安
定
的

な
堆
肥
の
製
造
は
可
能
か
。

答
一
時
期
、
野
草
不
足
で
生
産

不
能
に
な
っ
た
が
、
畜
産
農
家

の
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
野
草

ロ
ー
ル
を
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
農
家
の
協
力
を
得

な
が
ら
野
草
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
六
島
漁
港
内
の
藻
場
回
復
実

証
業
務
の
現
状
は
。

答
網
仕
切
り
の
中
は
、
ア
カ
モ

ク
な
ど
の
一
年
藻
の
ほ
か
、
ア

ラ
メ
や
ク
ロ
メ
な
ど
の
多
年
藻

も
確
実
に
増
え
て
い
る
。

　

他
の
場
所
へ
の
移
植
は
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
が
、
地
先
を
決

め
て
海
藻
の
生
育
に
良
い
11
月

頃
に
行
な
え
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

問
雇
用
機
会
拡
充
事
業
の
補
助

金
を
利
用
し
た
事
業
主
の
雇
用

の
成
果
は
。

答
新
規
創
業
の
場
合
は
事
業
主

が
雇
用
の
成
果
と
な
り
、
事
業

拡
大
の
場
合
は
３
カ
年
の
間
に

計
画
ど
お
り
の
雇
用
を
行
う
こ

と
で
成
果
と
な
る
。

　

町
内
の
人
手
不
足
で
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
計
画
ど
お
り
に
雇
用
を

満
た
し
て
い
る
も
の
が
７
割
ほ

ど
。

　

新
規
創
業
者
は
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
多
く
、
一
定
の
効
果
は
上

が
っ
て
い
る
と
思
う
。

問
五
島
列
島
お
も
て
な
し
協
議

会
の
負
担
金(

５
６
７
万
円

余)

の
必
要
性
は
。

答
こ
の
事
業
は
、
五
島
列
島
が

一
丸
と
な
っ
て
観
光
客
を
呼
び

込
も
う
と
い
う
連
携
事
業
の
た

め
、
本
町
だ
け
が
入
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
分
析
等

を
活
か
し
、
こ
の
負
担
金
に
見

合
う
費
用
対
効
果
を
出
せ
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
中
身
は

歳
出
関
連

雇
用
機
会
拡
充
で
雇
用
は

六島漁港　網仕切り内の海中のようす (写真提供 :産業振興課 )

問
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
造
成

事
業
委
託
料
４
２
０
万
円
余
に

つ
い
て
の
実
績
及
び
今
後
の
対

応
は
。

答
令
和
３
年
度
の
実
績
と
し

て
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
造
成
１
件
、
フ
ォ
ト
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
造
成
２
件
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
１
件
を

行
な
っ
た
。

　

町
の
事
業
と
し
て
は
令
和
３

年
度
で
終
わ
り
、
今
後
は
こ
れ

ま
で
の
デ
ー
タ
等
を
活
か
し
、

ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

が
継
続
し
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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決算審査決算審査

～決算特別委員会での主なやりとり～～決算特別委員会での主なやりとり～

問
乗
客
数
が
減
り
、
渡
船
事
業

収
入
が
減
っ
て
い
る
中
、
乗
客

の
確
保
策
は
。

答
大
島
・
納
島
・
六
島
航
路
は

生
活
航
路
で
大
幅
な
増
減
の
推

移
は
な
い
。

　

野
崎
航
路
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に

比
べ
大
幅
に
減
少
し
て
い
た

が
、
令
和
３
年
度
か
ら
少
し
増

加
傾
向
に
あ
り
、
ア
イ
ラ
ン
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
役
場
観
光

係
と
連
携
し
て
乗
客
の
確
保
に

努
め
た
い
。

問
機
関
故
障
に
よ
る
欠
航
は
な

い
か
。

答
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
欠

航
は
な
く
、
台
風
や
波
浪
の
影

響
で
欠
航
が
増
え
た
状
況
だ
。

　

ま
た
、
知
床
で
の
事
故
の
こ

と
も
あ
り
、
以
前
に
も
増
し
て

運
航
規
程
を
重
視
し
て
運
航
し

て
い
る
。

問
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
収

入
未
済
38
万
円
余
の
徴
収
の
見

込
み
は
。

答
現
年
度
分
が
１
万
４
千
円
余

の
２
名
分
、
過
年
度
分
が
36
万

円
余
の
５
名
分
。

　

５
名
の
う
ち
１
名
は
納
付
済

み
、
１
名
は
年
金
を
差
し
押
さ

え
、
２
名
は
死
亡
の
た
め
遺
族

と
納
付
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

問
介
護
保
険
料
の
収
入
未
済
額

で
滞
納
繰
越
分
が
１
１
０
万
円

余
に
対
す
る
対
応
は
。

答
27
名
の
滞
納
が
あ
り
、
未
納

の
通
知
を
し
た
う
え
で
臨
戸
訪

問
を
行
い
徴
収
に
つ
な
げ
て
い

る
。

　

滞
納
者
の
中
に
は
す
で
に
亡

く
な
っ
た
人
も
お
り
、
遺
族
と

納
付
相
談
を
行
っ
て
い
る
が
、

家
庭
的
な
状
況
で
な
か
な
か
難

し
い
面
も
あ
る
。

問
収
入
未
済
額
８
９
３
万
円
余

の
要
因
と
今
後
の
対
応
策
は
。

答
滞
納
の
状
況
を
見
る
と
、
就

業
状
況
が
安
定
し
な
い
人
、
失

業
中
の
人
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
法

に
則
の
っ
と

っ
て
と
い
う
の
が
基
本
で

あ
り
、
納
付
相
談
を
行
っ
て
未

納
者
の
生
活
の
状
況
に
合
わ
せ

て
対
応
を
決
め
て
い
き
た
い
。

収
入
未
済 

徴
収
の
見
込
み
と
対
応
策
は

乗
客
の
確
保
策
は

【特別会計】

◆
渡
船
事
業
◆

◆
国
保
事
業
◆

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
◆

◆
介
護
保
険
事
業
◆

◆
簡
易
水
道
事
業
◆

◆
下
水
道
事
業
◆

◆
国
保
診
療
所
◆

要介護状態 令和 3年度 令和 2年度

要支援 1 22 19
要支援 2 44 36
要介護 1 41 34
要介護 2 28 35
要介護 3 23 30
要介護 4 34 26
要介護 5 6 11

本町の介護認定状況 

区　分
令和 3年度 令和 2年度

総　額　 1人当たり額 総　額　 1人当たり額

本　町 3 億 6231 万円 59 万１千円 3 億 7522 万円 59 万 6 千円
県平均 ― 99 万 7 千円 ― 98 万 3 千円

後期高齢者医療費 ( 医療給付費の状況 )

( 単位 : 人 )

令和 3年度 令和 2年度

総　額　 1人当たり額 総　額　 1人当たり額

2 億 9007 万円 35 万 2 千円 2 億 5690 万円 29 万 6 千円

本町の国民健康保険医療費 ( 医療給付費 )
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問
総
務
費
の
予
算
執
行
率
が
70

パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
理
由
は
。

答
年
度
内
に
事
業
が
完
了
し
な

い
繰
越
分
が
2
８
０
０
万
円
余

あ
る
た
め
執
行
率
を
下
げ
て
い

る
。

　

工
夫
し
な
が
ら
繰
越
事
業
を

で
き
る
だ
け
な
く
し
、
執
行
率

の
向
上
に
努
め
た
い
。

問
総
務
費
全
体
の
不
用
額
が

１
２
８
万
円
余
の
中
身
は
。

答
中
村
浄
水
場
の
ヘ
ッ
ド
タ
ン

ク
取
替
の
工
事
が
３
月
ま
で
か

か
っ
た
た
め
執
行
残
に
。

・
コ
ロ
ナ
の
問
題
、
台
風
通
過
、

焼
却
場
の
故
障
等
で
予
算
執
行

が
難
し
い
中
、
執
行
残
は
多

か
っ
た
が
大
過
な
く
予
算
執
行

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

・
コ
ロ
ナ
関
係
で
補
正
が
多
い

中
で
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
は

評
価
し
た
い
。
執
行
残
が
多

か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
注
意

を
お
願
い
し
た
い
。

・
反
対
す
る
理
由
は
何
ら
な
く
、

認
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

・
翌
年
度
へ
の
繰
越
に
よ
り
予

算
執
行
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ

と
が
気
に
な
っ
た
。
繰
越
事
業

を
な
る
べ
く
し
な
い
よ
う
な
体

制
で
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

・
社
会
情
勢
が
複
雑
に
な
り
、

コ
ロ
ナ
も
な
か
な
か
収
ま
ら
な

い
中
、
よ
く
予
算
も
組
ま
れ
執

行
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
町

税
や
国
保
税
に
収
入
未
済
が
あ

り
、
町
民
に
不
公
平
感
が
出
な

い
よ
う
注
意
を
お
願
い
す
る
。

問
総
務
費
不
用
額
が
２
３
５
万

円
余
で
、
そ
の
う
ち
報
酬
が

34
万
円
余
、
職
員
手
当
等
で

95
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
不

足
の
問
題
か
。

答
診
療
所
の
運
営
に
関
し
、
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

医
師
・
看
護
師
を
始
め
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て
は
関

係
機
関
へ
相
談
も
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

　

職
種
に
よ
っ
て
は
な
か
な
か

厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
引

き
続
き
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

報
酬
の
不
用
額
に
つ
い
て
は

日
額
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
務
日
数
に
予
算
的
に
余
裕
を

も
っ
て
い
た
た
め
、
職
員
手
当

の
不
用
額
は
時
間
外
手
当
な
ど

に
余
裕
を
も
た
せ
て
い
た
た
め

だ
。

不
用
額
の
中
身
は

◆
簡
易
水
道
事
業
◆

問
総
務
費
の
予
算
執
行
率
が

７
３
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
く

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
翌
年
度
繰
越
が
１
６
０
０
万

円
あ
る
た
め
、
数
字
的
に
は
下

が
っ
た
。

予
算
執
行
率
が
低
い
の
は

◆
下
水
道
事
業
◆

◆
国
保
診
療
所
◆

◇
委
員
か
ら
の
意
見
◇

ス
タ
ッ
フ
不
足
の
問
題
か

区　分 対象戸数 接続戸数 接続率

令和 3年度末 1223 940 76.9%

令和 2年度末 1224 921 75.2%

本町の下水道接続戸数・接続率

中村浄水場

区　分 年間総配水量 年間総有収水量 有収率

令和 3年度末 252,781㌧ 211,778㌧ 83.8%

令和 2年度末 241,364㌧ 210,824㌧ 87.3%

本町の水道使用料と有収率※

※有収率 (ゆうしゅうりつ )

給水する水量と料金として収入のあった水量と

の比率。

漏水などによる水の損失が多いと、この比率が

低下する。



前浜公園の当該トイレ

一般会計補正予算

定例 9 月会議定例 9 月会議

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
「
老
人
福
祉
施
設
等
整

備
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
審
議
の
過
程
で
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
議

員
間
に
考
え
方
の
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
質
疑
の
後
に
「
議
員
間
自
由
討
議
」
を
行
っ
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
全
員
が
こ
の
補
正
予
算
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。

問
家
屋
の
固
定
資
産
税
が

２
２
２
万
円
増
額
の
理
由
は
。

答
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

っ
て
政
策
的
に
減
免
が
あ
っ
た

が
今
年
は
な
い
た
め
に
増
額
と

な
っ
た
。

9249 万円増額　41 億 3636 万円に
【令和 4 年度一般会計予算】
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問
簡
易
水
道
事
業
の
繰
出
金

１
１
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
家
計
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
９
月
の
検
針
分
か
ら
３
期

問
漁
港
管
理
費
の
修
繕
料

１
５
０
万
円
の
内
容
は
。

答
平
成
14
年
度
に
供
用
開
始
し

た
前
浜
公
園
の
多
目
的
ト
イ
レ

の
ド
ア
が
破
損
し
て
使
用
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
た
め
、
ポ
ン

プ
や
操
作
盤
も
含
め
て
更
新
す

る
も
の
。

問
老
人
福
祉
施
設
等
整
備
事
業

補
助
金
３
千
万
円
を
「
値
賀
の

里
」
の
職
員
住
宅
建
設
費
の
一

部
に
充
て
る
と
し
て
計
上
し
て

い
る
が
、
補
助
金
は
そ
の
目
的

が
補
助
要
綱
に
合
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
補
正
予
算
で
は
な
く

当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
民
間
事
業
者
が
行
う
事
業
で

あ
り
、
県
に
補
助
申
請
し
て
い

た
と
し
て
も
町
と
し
て
は
知
り

得
ず
、
今
年
５
月
23
日
に
初
め

て
補
助
金
支
援
の
要
望
が
あ

り
、
補
助
の
基
準
に
合
致
し
て

い
た
た
め
今
回
の
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。

問
看
護
な
ど
町
全
体
で
人
手
不

足
の
現
状
が
あ
る
。

　

人
材
確
保
を
民
間
事
業
者
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
町
有
住

宅
を
確
保
す
る
な
ど
し
て
町
が

主
体
と
な
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
町
有
住
宅
は
予
算
の
関
係

上
、次
年
度
以
降
に
計
画
す
る
。

　

民
間
の
職
員
住
宅
は
、
町
で

は
な
く
民
間
事
業
者
が
建
て
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

問
こ
の
先
、
あ
ま
り
日
本
語
が

問
町
債(

臨
時
財
政
対
策
債)

が
３
２
６
９
万
円
と
大
幅
に
減

額
し
た
理
由
は
。

答
地
方
交
付
税
の
原
資
が
足
り

な
い
時
に
不
足
分
と
し
て
自
治

体
が
借
り
入
れ
る
も
の
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
全
国

的
に
税
収
が
伸
び
て
い
る
現
状

に
伴
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

３
千
万
円
の
補
助
金 

当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
で
は

達
者
で
は
な
い
外
国
人
が
本
町

に
引
っ
越
し
て
き
た
場
合
、
現

在
の
町
の
窓
口
な
ど
の
対
応
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
の
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
努
力
し
て
い
き
た
い
。

分
の
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を

全
戸
減
免
す
る
た
め
に
簡
易
水

道
事
業
へ
繰
り
出
す
も
の
。

議員間で自由討議



国民健康保険事業 　1342 万円増額    4 億 8880 万円に
介護保険事業　　     1516 万円増額    4 億 0079 万円に
簡易水道事業                   6 万円増額           8396 万円に

特別会計補正予算

　
「
値
賀
の
里
」
は
町
内
唯
一

の
介
護
老
人
施
設
で
あ
る
。

　

職
員
不
足
の
た
め
定
年
を
70

歳
と
し
て
い
る
も
の
の
、
65
歳

以
上
の
職
員
が
15
名
お
り
、
今

後
外
国
か
ら
の
実
習
生
の
受
け

入
れ
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
の
職
員
施
設
の
建

設
で
あ
り
、
実
際
に
２
名
の
外

国
人
実
習
生
が
採
用
予
定
と
聞

く
。

　

今
後
も
老
人
福
祉
施
設
と
し

て
存
続
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て

賛
成
す
る
。

「値賀の里」職員住宅建設予定地は新診療所の近く

　

島
外
か
ら
の
従
業
員
を
確
保

す
る
た
め
の
施
設
で
、
本
町
の

安
定
し
た
老
人
福
祉
に
貢
献
す

　

当
初
予
算
で
は
な
く
、
補
正

予
算
に
計
上
す
る
こ
と
に
関
し

て
し
っ
く
り
こ
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
町
長
や
自
由
討
議
で
の

話
を
聴
き
、
ま
た
補
助
の
内
容

的
に
は
賛
成
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
補
正
予
算
に
は
賛
成

す
る
。　

　

こ
の
補
助
金
３
千
万
円
は
貴

重
な
真
水(

町
の
一
般
財
源)

だ
と
い
う
認
識
を
し
て
い
た
だ

い
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

補正予算の賛成討論 (「値賀の里」に対する補助金の部分のみ )

松屋治郎議員宮﨑良保議員

今田光弘議員

る
事
業
だ
。

　

当
初
は
「
値
賀
の
里
」
独
自

で
建
設
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
や
円
安
に
よ
る
建
設
資
材

費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
建
設
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
町
に
補
助
を
要
望
し
た

も
の
だ
。

　

円
滑
な
建
設
と
従
業
員
の
確

保
は
重
要
で
あ
り
、
補
助
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】

問
財
政
調
整
基
金
積
立
金
が

１
２
１
２
万
円
増
額
で
き
た
理

由
は
。

答
歳
入
で
繰
り
越
し
が
生
じ
た

た
め
、
歳
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
。

【
介
護
保
険
事
業
】

問
過
年
度
分
介
護
給
付
費
負
担

金
は
当
初
予
算
に
は
計
上
さ
れ

て
い
な
い
が
。

答
確
定
し
て
か
ら
計
上
す
る
た

め
こ
の
時
期
に
な
る
。

　

足
ら
な
い
場
合
は
翌
年
度
に

い
た
だ
き
、
も
ら
い
過
ぎ
た
場

合
は
返
還
し
て
い
る
。

(13)
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一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

宮﨑良保議員

定例 9 月会議定例 9 月会議

通
学
路
の
安
全
確
保
に
積
極
的
な
対
策
を

質問に答える西村久之町長

農
家
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
た
め
に
も

「資材高騰による農家の経営危機について」

配
合
飼
料
や
肥
料
の
高
騰 

農
家
は
死
活
問
題
だ

国
や
県
だ
け
で
な
く
町
も
一
生
懸
命
努
力
し
ま
す

宮
﨑
良
保
議
員

問
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
進
攻
以
来
半
年

を
過
ぎ
、
本
町
に
お
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
配
合
飼
料
や
化

学
肥
料
の
値
段
の
高
騰
で
、
今

後
、
本
町
の
農
業
経
営
に
も
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

特
に
来
春
以
降
の
肥
料
に
つ

い
て
は
、
農
家
に
と
っ
て
死
活

問
題
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

農
家
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

下
げ
な
い
た
め
に
も
、
町
も
対

　

配
合
飼
料
価
格
高
騰
に
対
し

て
は
、
国
は
配
合
飼
料
価
格
安

定
制
度(

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト)

に
対
し
て
、
補
填
金
が
枯

渇
し
な
い
よ
う
基
金
に
対
し
て

臨
時
の
財
政
措
置
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

県
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
加
入
に
係
る
農
家
の
積

立
金
に
対
し
て
、
契
約
数
量
１

ト
ン
当
た
り
２
０
０
円
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

策
を
考
え
て
一
生
懸
命
努
力
し

て
ほ
し
い
。

答
西
村
久
之
町
長

　

国
・
県
の
情
報
を
収
集
し
な

が
ら
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

国
は
肥
料
価
格
高
騰
対
策
と

し
て
、
令
和
４
年
の
秋
肥
及
び

令
和
５
年
の
春
肥
に
対
し
て
、

前
年
か
ら
の
増
加
額
の
７
割
補

助
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
町
と
し
て
は
、
残
り
３

割
に
対
し
支
援
す
る
予
定
で

す
。

　

町
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

令
和
４
年
度
も
農
家
負
担
増
加

率
を
８
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
補

填
金
の
発
動
状
況
に
応
じ
て
支

援
す
る
予
定
で
す
。
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～質問を終えて～
　今回の質問は結果を迫る質問ではなく、町の考え方に重点をおいて質問しま
した。　
　第一次産業の中核をなす農業に的をしぼって資材の価格高騰に対する町の考
え方を聞くことによって住民の現状を考えていただければ幸いです。
　また、通学路を中心に住民の安全確保に対する考えを問いましたが、型どお
りの答弁が残念で、今ひとつ住民ファーストの答弁があったらと思いました。

「公共道路の安全性について」

問
宮
﨑
良
保
議
員

　

町
内
の
通
学
路
を
見
て
回
っ

た
が
、
多
く
の
危
険
箇
所
を
目

に
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
事
故
に
よ
り

多
額
の
補
償
金
が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
町
の
早
急
な

調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
西
村
久
之
町
長

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

を
行
っ
て
、
34
物
件
の
所
有
者

に
対
応
の
お
願
い
文
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

問
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め

に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
取
り
壊

し
や
補
強
、
生
垣
な
ど
へ
変
更

す
る
場
合
の
補
助
金
制
度
を
新

設
す
る
な
ど
の
積
極
的
な
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
あ
く
ま
で
も

個
人
の
財
産
で
あ
り
、
補
助
金

制
度
を
新
設
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
例
え
ば
福
岡
市
で
は
、
道
路

問
通
学
路
を
大
型
車
両
が
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
て
走
る
こ
と
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
と
て
も
危
険
な

状
況
だ
。

　

各
事
業
所
に
、
通
学
の
時
間

帯
は
速
度
制
限
を
す
る
な
ど
の

お
願
い
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
ご
指
摘
の
と
お
り
、
児
童
生

徒
は
路
側
帯
を
歩
い
て
通
学
し

て
お
り
、
大
型
車
両
が
通
る
場

合
は
と
て
も
危
険
な
状
況
で

す
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
積
極
的
な
対
策
を

ブ
ロ
ッ
ク
塀 

所
有
者
に
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す

通
学
時
間
は
減
速
を

補
助
金
制
度
を
設
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
生
垣
に

に
面
し
た
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
除
去
し
て
生
垣
に
す
る
場
合

の
補
助
金
制
度
が
あ
る
。

答
町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
文

書
等
に
よ
る
注
意
喚
起
及
び
修

繕
、
除
却
等
の
お
願
い
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安全運転を心がけてほしい

危険と隣り合わせの通学路

　

ご
提
案
を
受
け
、
建
設
会
社

等
に
通
学
時
間
帯
に
お
け
る
速

度
調
整
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　　「新型コロナウイルス感染症患者の症状と
　　　　　　　　　　　　　　　その対応策について」

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

浦英明議員

定例 9 月会議定例 9 月会議

コ
ロ
ナ
対
策 

行
動
制
限
の
必
要
は
な
い
の
か

現
時
点
で
は
行
動
制
限
の
要
請
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

問
浦
英
明
議
員

　

本
町
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
は
自
宅
療
養
な
の
か
、
施

設
利
用
な
の
か
。

答
西
村
久
之
町
長

　

今
年
６
月
中
旬
か
ら
、
そ
れ

ま
で
上
五
島
保
健
所
が
借
り
上

げ
て
い
た
新
上
五
島
町
内
の
ホ

テ
ル
が
受
入
可
能
な
人
数
を
超

え
る
感
染
者
が
あ
っ
た
た
め
、

医
師
が
軽
症
と
判
断
し
た
場
合

に
は
自
宅
で
の
療
養
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
自
宅
療
養
は
何
日
な
の
か
。

良
く
な
る
ま
で
の
対
応
は
。

答
９
月
７
日
か
ら
、
症
状
の
あ

る
人
は
７
日
間
に
、
症
状
の
な

い
人
は
検
査
で
の
陰
性
を
条
件

に
５
日
間
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。

　

自
宅
療
養
中
の
外
出
に
つ
い

て
は
、
症
状
が
軽
快
し
て
か
ら

24
時
間
経
過
後
、
も
し
く
は
無

症
状
の
人
は
マ
ス
ク
着
用
な
ど

を
条
件
に
、
食
料
品
の
買
い
出

し
な
ど
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
町
外
か
ら
来
た
感
染
者
は
、

本
町
の
感
染
者
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
る
の
か
。

答
感
染
者
数
は
医
療
機
関
か
ら

の
届
出
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
お

り
、
町
外
者
で
も
診
療
所
を
受

診
し
て
陽
性
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
本
町
で
の
感
染
者
数
に
含

ま
れ
ま
す
。

自
宅
療
養
の
期
間
と
療
養
者
へ
の
町
の
支
援
は

　

良
く
な
る
ま
で
の
対
応
に
つ

い
て
９
月
９
日
以
降
は
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
人
、
す
な
わ

ち
医
師
か
ら
発
生
届
が
提
出
さ

れ
た
人
は
保
健
所
が
毎
日
健
康

観
察
を
行
な
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
陽
性
者
に
つ
い

て
は
、
保
健
所
に
代
わ
っ
て
県

が
設
置
し
て
い
る
「
健
康
観
察

セ
ン
タ
ー
」
が
担
当
し
ま
す
。

　

軽
症
で
あ
れ
ば
、
体
温
な
ど

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

へ
入
力
し
、
症
状
に
変
化
が
な

け
れ
ば
療
養
期
間
を
終
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

「
は
や
て
」
や
海
上
保
安
庁
の
船
舶
で
の
移
送
は

「
行
動
制
限
な
し
」
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
気
が
す
る

問
９
月
26
日
か
ら
、
感
染
者
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム(

ハ
ー
シ

ス)

を
改
修
し
て
感
染
者
の
全

数
把
握
を
全
国
一
律
に
簡
略
化

す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
改

修
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
ハ
ー
シ
ス
に
関
し
て
国
の
情

報
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
感
染
者
の
う
ち
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
を
入
力

す
る
と
い
う
よ
う
な
改
修
が
な

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
人
に

つ
い
て
は
、
ハ
ー
シ
ス
の
入
力

は
不
用
と
な
り
ま
す
。
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　～質問を終えて～
　孔子の言葉を借りると「コロナを憎
んでコロナ感染者を憎まず」である。
　コロナ感染者に対しての誹謗中傷は
止めていただきたい。

　

台
風
で
体
育
館
に
避
難
し
た
人
の
話
で
は
、
マ
ッ
ト
や

仕
切
り
が
あ
っ
て
一
昨
年
よ
り
快
適
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

　

あ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

(

答)

総
務
課

　

今
回
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
と
冷
風
扇
を
利
用
し
た
。

　

体
育
館
に
空
調
を
設
置
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し

い
が
、
で
き
る
だ
け
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
努
力
は
し

て
い
き
た
い
。

～私にも言わせて～

傍聴席からひと言
( 模擬公聴会 )

漁場監視船「はやて」

問
令
和
２
年
４
月
に
、
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
出
た
場
合
は
漁
協
の

「
は
や
て
」
で
搬
送
す
る
と
い

う
説
明
が
議
会
に
あ
っ
た
が
実

績
は
。

答
「
は
や
て
」
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
に
上
五
島
保

健
所
と
宇
久
小
値
賀
漁
協
及
び

小
値
賀
町
の
三
者
間
で
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
の

発
生
を
想
定
し
て
使
用
協
定
を

締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場

合
も
同
じ
よ
う
に
「
は
や
て
」

を
使
用
し
て
上
五
島
保
健
所
へ

搬
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
昨
年
度
に
４
回
、
今
年
度

問
国
は
県
境
を
ま
た
ぐ
行
動
制

限
は
し
な
い
よ
う
だ
が
、
本
町

と
し
て
は
ど
う
な
の
か
。

答
今
夏
は
県
境
を
超
え
た
移
動

や
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
要

請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が

主
流
で
あ
る
間
は
、
そ
の
特
性

を
踏
ま
え
た
行
動
制
限
等
が
と

ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
現
在

の
と
こ
ろ
行
動
制
限
を
要
請
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
国
の
方
針
を
そ
の
ま
ま
小
値

賀
に
当
て
は
め
る
と
、
ち
ょ
っ

と
怖
い
な
と
い
う
気
が
す
る
。

答
自
宅
で
療
養
す
る
場
合
、
協

力
者
が
い
な
け
れ
ば
食
品
の
セ

ッ
ト
を
配
送
す
る
な
ど
、
自
宅

療
養
中
の
人
が
外
出
す
る
必
要

が
極
力
発
生
し
な
い
よ
う
な
体

制
は
整
え
て
い
ま
す
。

問
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
ル
ー
ル
は
本

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
か
ら
持
っ
て
き
て
い

る
と
思
う
が
、
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
町
内
で
は
、
感
染
者
の
発
生

「
は
や
て
」
や
海
上
保
安
庁
の
船
舶
で
の
移
送
は

は
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
じ
頃
、
多
数
の
患
者
輸
送

の
場
合
、
県
は
海
上
保
安
庁
に

要
請
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
と

新
聞
の
記
事
に
あ
っ
た
が
。

答
上
五
島
保
健
所
で
は
、
本
町

か
ら
本
土
の
病
院
へ
搬
送
す
る

手
段
と
し
て
、
海
上
保
安
庁
の

船
舶
と
防
災
ヘ
リ
等
に
よ
る
方

法
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
搬
送
に
要
す
る
時

間
、
搬
送
さ
れ
る
陽
性
者
と
付

き
添
う
医
師
等
の
身
体
的
な
負

担
の
大
き
さ
も
あ
り
、
海
上
保

安
庁
の
船
舶
に
よ
る
搬
送
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
社
会
的

混
乱
を
き
た
す
よ
う
な
状
況
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、現
在
は
「
町
内
発
生
早
期
」

に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

国
や
県
内
の
発
生
状
況
を
情

報
収
集
し
な
が
ら
、
随
時
、
情

報
の
発
信
を
行
な
っ
て
い
き
ま

す
。

「
行
動
制
限
な
し
」
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
気
が
す
る

避難所 (総合体育館 )のようす
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「診療所について」

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

黒﨑政美議員

定例 9 月会議定例 9 月会議

工
期
の
遅
れ
で
近
隣
住
宅
が
迷
惑 

な
ぜ
遅
れ
た
の
か

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
問
題 

遅
れ
た
こ
と
は
反
省
し
て
い
ま
す

問
黒
﨑
政
美
議
員

　

新
診
療
所
の
工
事
は
大
幅
に

遅
れ
て
い
る
。

　

遅
れ
て
も
診
療
業
務
に
は
何

ら
支
障
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
窓

も
開
け
ら
れ
ず
に
閉
め
切
っ
た

ま
ま
の
生
活
を
し
て
い
る
近
隣

の
住
宅
も
あ
る
。

　

遅
れ
た
原
因
は
何
か
。
な
ぜ

遅
れ
た
の
か
。

答
西
村
久
之
町
長

昨
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
明
け
に
着
工
す
る
予
定
で

工
事
が
遅
れ
た
原
因
は
何
かし

た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
延

長
を
受
け
、
６
月
中
旬
着
工
と

に
な
り
ま
し
た
。

岩
盤
が
想
定
以
上
に
硬
か

っ
た
こ
と
や
、
全
国
的
な
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

鉄
筋
工
や
型
枠
工
、
左
官
等
の

職
人
不
足
も
工
事
が
遅
れ
た
要

因
で
す
。

ま
た
、
交
通
運
輸
事
業
者

の
コ
ロ
ナ
運
休
に
よ
る
建
設
資

材
の
入
荷
遅
延
も
遅
れ
た
原
因

の
一
つ
で
す
。

想定外の岩盤の硬さで難航した杭工事

問
コ
ロ
ナ
禍
が
理
由
で
と
い
う

の
は
よ
く
聞
く
が
、
本
来
は
工

事
の
担
当
者
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
て
陰
性
だ
っ
た
ら
仕
事
は

で
き
る
は
ず
で
、
な
ぜ
そ
れ
も

し
な
か
っ
た
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
仕
事
を

や
っ
て
い
る
会
社
は
た
く
さ
ん

あ
る
。

答
新
規
の
技
術
者
は
、
事
前
に

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
で
陰
性
を
確

認
し
て
か
ら
現
場
に
入
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
職

人
の
確
保
が
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
一
番
の
遅
れ
の
原
因
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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　～質問を終えて～
　コロナ禍で工事が遅延しているのはある程度理解できる。
　しかし工程管理をしっかりし、何らかの手立てをしていれば、
これほどの遅れにはならなかったのではないか。どれほど近隣住
民に迷惑をかけているのか。
　いくら遅れても診療所の業務は困らないし建設目的は達するだ
ろうが、答弁は建設会社の言い分にしか聞こえなかった。
　私は執行部の、誠意ある人情味のある答弁が欲しかった。

　

工
期
の
遅
れ
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
本
来
、
工
期
に
遅
れ
た
ら
遅
延
損
害
金
な
ど
が
あ
る
は
ず
。

　

町
の
予
算
や
財
政
計
画
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
、
町
民
へ

の
情
報
公
開
を
も
っ
と
す
べ
き
だ
。

(

建
設
課)

　

契
約
書
に
は
遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
要
求
す
べ
き
だ
が
、
今
回
の
全
国
的
な
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
離
島
と
い
う
ハ
ン
デ
も
あ
っ
て
な
か
な
か
職
人
が
集

ま
ら
ず
、
ま
た
入
荷
が
１
年
先
延
ば
し
に
な
る
資
材
も
あ
っ
た
た

め
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

～
私
に
も
言
わ
せ
て
～

傍
聴
席
か
ら
ひ
と
言

(

模
擬
公
聴
会)

ある時期の実施全体工程表

問
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
診
療
所

完
成
と
同
時
か
早
い
時
期
に
実

施
す
る
よ
う
だ
が
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
対
応
で
き
る
の
か
。

答
現
在
診
療
所
で
は
、
対
面
診

療
と
並
行
し
て
電
話
に
よ
る
診

療
も
行
っ
て
お
り
、
感
染
の
心

配
が
あ
る
人
や
感
染
し
て
薬
を

処
方
し
て
も
ら
い
た
い
人
な

ど
、
幅
広
く
診
療
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
携
帯
電
話
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
の
画
面

越
し
の
診
察
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
今

後
、
体
制
の
整
備
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
現
地
研
修

な
ど
が
難
し
い
状
況
の
た
め
、

ウ
エ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

問
工
事
の
工
程
管
理
は
、
現
場

の
状
況
分
析
と
、
そ
の
課
題
の

明
確
化
が
重
要
だ
が
。

答
２
週
間
に
１
度
は
必
ず
診
療

所
や
建
設
課
職
員
、
工
事
監
理

業
務
者
、
工
事
施
工
事
業
者
が

そ
ろ
っ
て
建
設
工
事
工
程
会
議

を
行
い
、
確
認
を
し
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
緊
急
事
態
宣
言
下
に

よ
る
作
業
員
の
確
保
困
難
や
、

世
界
的
な
市
場
の
影
響
に
よ
る

断
熱
材
等
の
資
材
不
足
な
ど
、　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は

直
面
し
た
問
題
が
多
か
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

役
場
担
当
課
は
た
び
た
び
現

場
に
出
向
い
て
進
捗
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
工
事
の
遅
れ
を
取
り
戻
せ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

率
直
に
反
省
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
人

材
の
確
保
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。



防
火
水
槽
改
良
工
事

お
試
し
居
住
住
宅
整
備
工
事

町
道
唐
見
崎
線
防
災
工
事
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町内のいろいろな工事等のようす町内のいろいろな工事等のようす
　

文
化
的
景
観
保
護
推
進
審
議
会
（
町
の
外
部

団
体
）
の
提
言
な
ど
を
受
け
、
解
体
工
事
は
中

断
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
保
存
に
向
け
、
保
存
修
理
工
事
の
実
施

設
計
中
で
す
。

　

夏
休
み
中
に
工
事
を
終
え
、

教
員
の
引
っ
越
し
も
終
わ
っ
て

い
ま
す
。

請負 :㈱細川建設

金額 :584 万円

工期 :完成済

分
校
教
員
住
宅
修
繕
工
事

旧
小
西
邸
保
存
修
理
工
事
実
施
設
計

　

可
燃
ご
み
を
島
外
に
搬
出
す

る
た
め
の
積
替
え
施
設
は
５
月

末
に
完
成
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
８
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

週
に
２
回
、
収
集
し
た
可
燃

ご
み
を
手
作
業
で
大
型
パ
ッ

カ
ー
車
に
積
み
替
え
、
早
朝
の

フ
ェ
リ
ー
太
古
を
利
用
し
て
新

上
五
島
町
に
搬
出
し
て
い
ま

す
。

可
燃
ご
み
積
替
え
施
設

請負 :( 有 ) 出口建設

金額 :272 万円

工期 :完成済

筒
井
浦
海
岸
線
道
路
改
良

～日ごろから議会も現地に出向き、状況の把握に努めています～

請負 :㈱都市環境研究所

金額 :597 万円

工期 :令和 5 年 3 月

請負 :㈱細川建設

金額 :3780 万円

工期 :完成済

　運行ルートの見直しも
計画されていることか
ら、バスが通行しやすい
よう路盤を上げ、隅切り
を広げました。

施工前施工後

施工後

施工中
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請負 :( 有 ) 出口建設

金額 :1320 万円

工期 : 令和 4年 11 月

防
火
水
槽
改
良
工
事

　

３
年
間
限
定
で
居
住
で
き
る
移
住
者

向
け
の
建
物
を
昨
年
度
に
完
成
し
た
１

棟
と
同
じ
笛
吹
在
の
敷
地
に
４
棟
新

築
。

　

10
月
に
完
成
し
、
入
居
者
の
募
集
も

始
ま
り
ま
す
。

お
試
し
居
住
住
宅
整
備
工
事

請負 :㈱友建設

金額 :6067 万円

工期 :令和 4年 10 月

請負 :㈱細川建設

金額 :4046 万円

工期 :令和４年 10 月

町
道
唐
見
崎
線
防
災
工
事

そ
の
他
の
工
事
等

野崎島学塾村の野営場災害復旧工事 ㈱興南商工  6600 万円 令和 4 年 10 月完成予定

前方 ( 唐見崎・近浦 ) 漁港機能保全工事 ㈱元吉組  3009 万円 令和 4 年 12 月完成予定

前方 ( 筒井浦 ) 漁港車両転落防止対策工事 ㈱友建設  1172 万円 令和 4 年 12 月完成予定

マンホールポンプの更新 1 台と修繕 2 台 ㈱九電工有川営業所  　 673 万円 令和 5 年 3 月予定

笛吹浄化センターの曝気ブロワの更新 ㈱九電工有川営業所 　1342 万円 令和 5 年 3 月予定

旧野首天主堂の保存修理実施設計業務 ㈱都市環境研究所 　  681 万円 令和 5 年 3 月予定

　法
のり

枠工事は８月に完
成。
フェンス工事は 10 月中
に完成する予定です。　

　柳地区福泊の防火水槽
を地中の鋼製タンクに変
更する工事。
　製品の早期確保をめざ
しています。

施工前施工中

施工前施工中

施工中
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求む !　議員のなり手求む !　議員のなり手

　

９
月
27
日
、「
求
む
!　

議

員
の
な
り
手
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
町
村
議
会
議
員
の

選
挙
に
立
候
補
す
る
人
が
少
な

く
、
前
回(

３
年
前)

の
選
挙

で
は
初
め
て
の
無
投
票
当
選
に

な
る
な
ど
、
本
町
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

立
候
補
が
し
や
す
く
な
る
よ

う
な
環
境
を
整
え
よ
う
と
議
会

と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
イ
し

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
ま
ま
議
員
の
な

り
手
が
少
な
い
と
、
議
会
が
機

能
し
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
小

値
賀
町
そ
の
も
の
の
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
元
年
10
月
に

開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
オ

ヂ
カ
の
ミ
ラ
イ
と
ギ
カ
イ
と
デ

ア
イ
と
。」
に
引
き
続
き
、
現

在
の
本
町
を
と
り
ま
く
状
況
と

今
後
の
方
向
性
を
町
民
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
な
が
ら
、
田
口
一

博
小
値
賀
町
議
会
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
力
を
お
借
り
し
て
探
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。　

「小値賀町が存続するためにどうすべきか」「小値賀町が存続するためにどうすべきか」

議
会
だ
け
で
な
く
町
の
存
続
に
も

○
議
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
公
開
を
。

○
議
員
活
動
に
か
か
る
経
費
の

公
開
を
。

○
兼
業
・
副
業
収
入
の
公
開
を
。

→
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ
れ

ば
議
員
に
な
れ
る
か
の
目
安

に
。

○
議
案
審
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
公

開
を
。

～
田
口
先
生
か
ら

～
田
口
先
生
か
ら

議
会
へ

議
会
へ
の
提
案
～

の
提
案
～

○
「
片
手
間
」
で
議
会
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
議
会
運
営
を
工

夫
し
て
は
ど
う
か
。

→
行
政
の
評
価
・
監
視
に
つ
い

て
は
監
査
専
門
員
等
を
配
置
す

る
。

→
仕
事
を
し
な
が
ら
議
会
に
出

席
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

導
入
。

○
議
会
・
議
員
の
あ
り
方
に
つ

い
て
住
民
と
の
議
論
に
よ
る
共

通
理
解
の
形
成
を
図
る
。

→
住
民
は
議
会
・
議
員
に
ど
の

よ
う
な
役
割
を
求
め
て
い
る
の

か
。

→
議
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
か
。

○
有
人
国
境
離
島
の
法
律
を
最

大
限
に
生
か
せ
。

○
広
報
紙
で
政
務
活
動
の
ア
ピ

ー
ル
を
。

○
議
員
活
動
の
補
佐
を
体
験
し

て
み
る(

ま
ず
は
傍
聴
か
ら)

。

○
自
分
の
問
題
と
し
て
町
政
に

か
か
わ
る
町
の
例
規
集
、議
案
、

予
算
書
・
決
算
書
な
ど
を
読
ん

で
み
る
。

○
小
値
賀
町
の
存
続
を
可
能
に

す
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
、

本
町
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
調

べ
、
学
び
、
考
え
る
。

～
田
口
先
生
か
ら

～
田
口
先
生
か
ら

議
員
へ

議
員
へ
の
提
案
～

の
提
案
～

～
田
口
先
生
か
ら

～
田
口
先
生
か
ら

町
民
の
方
へ

町
民
の
方
へ
の
提
案
～

の
提
案
～

～
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

～
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

貴
重
な
ご
意
見
な
ど
～

貴
重
な
ご
意
見
な
ど
～

小値賀町議会アドバイザー

田口一博新潟県立大学准教授

シンポジウム
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7 月会議7 月会議
令和 4 年 7 月 28 日

　

７
月
会
議
で
は
一
般
会
計
の
歳
出
で
３
件
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
の
歳
出
で
１
件
の
補
正
予
算

の
ほ
か
、
新
診
療
所
関
係
備
品
の
取
得
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
て
い
ま
す
。

～主なやりとり～～主なやりとり～

一般会計補正予算

1397 万円増額　40 億 4387 万円に
【令和 4 年度一般会計予算】

問
福
祉
医
療
関
連
シ
ス
テ
ム
導

入
の
業
務
委
託
料
２
９
７
万
円

が
当
初
予
算
に
入
っ
て
い
な
か

っ
た
理
由
は
。

答
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
無
理
だ

と
考
え
て
い
た
が
、
シ
ス
テ
ム

会
社
と
の
調
整
が
つ
い
た
た

め
、
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し

た
。

問
町
道
野
崎
本
線
無
電
柱
化
工

事
関
係
補
償
費
３
５
０
万
円
の

内
容
は
。

答
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
九
州
電
力

が
発
注
す
る
工
事
に
対
す
る
追

加
経
費
に
対
す
る
補
償
費
と
し

て
予
算
化
し
た
。

　

管
路
工
事
で
岩
盤
が
出
た
た

め
の
追
加
費
用
だ
。

問
３
５
０
万
円
の
内
訳
は
。

答
重
機
の
経
費
や
人
力
作
業
の

追
加
、
離
島
経
費
も
増
え
る
た

め
。

　

精
算
方
式
な
の
で
、
安
く
上

が
る
可
能
性
も
あ
る
。

1150 万円増額    1 億 8190 万円に

特別会計補正予算

財産の取得

【令和４年度下水道特別会計事業】

新診療所関係備品
　相手方：株式会社イシマル佐世保支店
　取得価格：3874 万 6180 円

～
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

～
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

貴
重
な
ご
意
見
な
ど
～

貴
重
な
ご
意
見
な
ど
～

○
定
例
会
を
傍
聴
す
る
人
は
限

ら
れ
て
お
り
、人
数
も
少
な
い
。　

出
前
議
会
も
特
に
笛
吹
地
区
は

少
な
い
。

答
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。

○
町
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る

の
が
議
員
の
仕
事
だ
。
議
員
を

身
近
に
感
じ
な
い
。

○
議
員
の
仕
事
は
片
手
間
で
は

で
き
ず
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
町
民
に
見
せ
な
い
と
議
員

の
魅
力
が
伝
わ
ら
ず
、
そ
れ
で

は
な
り
手
が
い
な
く
な
る
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
は
し
っ
か

り
仕
事
を
し
て
い
る
。
目
に
見

え
る
仕
事
は
全
体
の
１
割
程
度

か
も
し
れ
な
い
。

○
農
業
で
か
な
り
忙
し
い
時
季

が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
議
員
と

し
て
仕
事
が
で
き
る
も
の
か
。

答
や
る
気
が
あ
れ
ば
な
ん
と
か

な
る
。
ぜ
ひ
立
候
補
を
。

○
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
議

員
報
酬
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
だ
っ

た
の
で
は
。

答
ま
ず
は
な
り
手
不
足
の
方
が

大
き
な
問
題
な
の
で
今
日
は
こ

の
内
容
だ
。

○
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議

会
だ
よ
り
な
ど
情
報
を
得
れ

ば
、
議
員
は
目
に
つ
く
と
こ
ろ

に
い
る
と
思
う
。

今
日
が
キ
ッ
ク
オ
フ 

議
会
で
し
っ
か
り
議
論
を

◎
一
般
的
に
は
、
役
場
で
女
性

を
管
理
職
に
登
用
し
な
い
と
女

性
の
議
員
は
生
ま
れ
な
い
。
ぜ

ひ
女
性
を
管
理
職
に
。

◎
長
崎
県
の
最
低
賃
金
は
平
成

16
年
か
ら
１
・
４
１
倍
に
な
っ

て
い
る
が
議
員
報
酬
は
据
え
置

か
れ
た
ま
ま
と
い
う
現
状
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

◎
も
し
自
分
が
議
員
に
な
ろ
う

と
し
た
ら
何
が
必
要
か
、
何
が

足
り
な
い
か
町
民
の
皆
さ
ん
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

キ
ッ
ク
オ
フ
、
こ
れ
か
ら
議
会

で
議
論
を
し
っ
か
り
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　

～
田
口
先
生
の
ま
と
め
～

～
田
口
先
生
の
ま
と
め
～
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編　集　後　記
　
「
目
に
青
葉　

山
ホ

ト
ト
ギ
ス　

初
ガ
ツ

オ
」　

　

そ
の
季
節
も
終
わ
り
、

毎
日
コ
ロ
ナ
に
悩
ま
さ

れ
、
や
る
気
を
失
な
う

よ
う
な
日
が
続
い
て
い

る
。

　

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

た
こ
の
町
は
、
い
っ
た
い
ど

こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
と

な
り
、心
の
支
え
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

町
全
体
が
生
き
が
い
を

失
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
中
で
も
、
何

と
か
元
の
暮
ら
し
を
取
り
戻

そ
う
と
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

人
も
い
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
な
ど
に
負
け
て
た

ま
る
か
」

　

皆
が
声
を
か
け
あ
い
、
昔

の
よ
う
に
活
気
あ
る
小
値
賀

町
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を

誓
っ
て
、
明
日
に
生
き
る
こ

と
を
考
え
よ
う
。

（
編
集
委
員　

末
永
一
朗
）　

(

表
紙
の
写
真)

　
　
　
　
　
　
　

新
診
療
所
つ
い
に
完
成 

　

平
成
28
年(
２
０
１
６
年)

の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
以
来
、
小
値
賀

町
議
会
で
は
新
診
療
所
建
設
に
あ
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
検
討
や
協
議
、

現
場
の
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。　

　

新
診
療
所
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
も
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
を
続
け
ま
す
。

編　　　集　小値賀町議会広報常任委員会

発行責任者　小値賀町議会議長

電　　　話    0959-56-3111小値賀町議会
Facebook

2017 年 10 月 2017 年 7 月

2021 年 9 月

現場事務所内でヒアリング　2021 年 12 月2022 年 3 月

2018 年 12 月
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